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Ⅰ.調査の概要 

 

１． 調査目的 

本調査は、平成２８年度に実施した「奈良市子どもの生活に関するアンケート」等の実態調

査の結果判明した、当市における困難な状況にあるひとり親世帯を対象にアンケート調査を

実施し、アンケート結果の分析内容を本年度策定する「奈良市子どもの豊かな未来応援プラ

ン（奈良市子どもの貧困対策計画）」行動計画に反映することを目的とする。 

 

 

２． 調査方法 

児童扶養手当現況届申請書類にアンケート調査票を同封して郵送し、児童扶養手当現況

届提出時に調査員が回収。（調査票紛失者に対しては、アンケート調査票をその場で直接配

布） 

 

 

３． 調査対象者と回収数 

調査対象者：児童扶養手当現況届申請者 計２，８１６名 

回  収  数：２，６３７票 

回  収  率：９３．６％ 

有効回収数：２，５０２票 

有効回収率：８８．８％ 

無  効  票：１３５票 

 

 

４． 調査期間 

児童扶養手当現況届提出期間 ２２日間 

平成２９年８月１日（火）～同月３１日（木）ただし、祝日及び土曜、日曜日は除く。 

 

 

５． 報告書の見方 

（１）集計結果は、小数点第２位を四捨五入しており、表記値と計算値との演算誤差が生じる

ことがあるため、回答比率の合計が 100.0％とならないことがある。 

（２）複数の回答を依頼した質問では、比率の合計が 100.0％を超える場合がある。 

（３）クロス集計による層別の分析において、各層の回答者数の合計が全体の回答者数と一

致しない場合があるのは、クロス集計に使用した設問における無回答者が含まれないた

めである。  
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Ⅱ.調査結果 

 

 

問１． あなたの世帯は次のどれにあてはまりますか。 

 

「母子世帯」が 94.5％で最も高く、次いで「父子世帯」が 4.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

問２． あなた以外の家族構成を教えてください。（あてはまるものにすべて○） 

 

１）世帯人数 

 

「２人」と回答した割合が 38.8％と最も高く、次いで「３人」が 35.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

２）同居家族 

 

「小学生」と回答した割合が 43.8％と最も高く、次いで「高校生」が 34.2％、「中学生」が 28.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

（単位：％）

未就学

小学生

中学生

高校生

大学生・専門学校生

就労しているお子さん

あなたの父・母

その他親族

無回答

全体(N=2502)

19.0

43.8

28.8

34.2

9.3

6.4

15.1

4.8

1.0

0 10 20 30 40 50

母子世帯 父子世帯

養育者世帯（祖父母等が養育）

その他 無回答

全体 (N=2502) 38.8 35.6 16.9 5.4

1.3 0.4

1.5

（単位：％）

全体 (N=2502) 94.5

4.0 1.1

0.4

２人 ３人 ４人 ５人

６人 ７人以上 無回答
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問３． あなたの世帯の手取り（公的手当を含む）収入の年間額はいくらですか。 
 

「１００～２００万円未満」と回答した割合が 37.6％と最も高く、次いで「２００～３００万円未満」が 22.9％、「１００

万円未満」が 19.6％となっている。【２００万円未満】が 57.2％、【３００万円以上】が 12.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

【世帯状況別】 

世帯状況別にみると、【２００万円未満】の割合は父子世帯では 28.0％、養育者世帯では 33.3％と母子世帯と

比べて低い割合となっている。また、父子世帯と養育者世帯では【３００万円以上】と回答した割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※参考 「奈良市子どもの生活に関するアンケート（平成 28 年度）」との比較 

～世帯の可処分所得～ 
 

「奈良市子どもの生活に関するアンケート」（保護者編） 

問 22 前年（平成 27 年）のあなたの世帯の手取り収入（いわゆる可処分所得）の合計額は、およそい

くらでしたか。世帯の収入から、税金や社会保険料の額を差し引いた後の額で答えてください。

（１つだけに○） 

 

 
 

【２００万円未満】の割合は、その他の世帯では 4.9％に対し、母子・父子・養育者世帯では

54.2％であった。【３００万円以上】の割合は、その他の世帯で 72.1％、母子・父子・養育者世帯で

20.5％であった。 

 

 

 

 

 
 
 
 

  

全体 (N=2502) 19.6 37.6 22.9 8.4

2.2 1.4

7.8

（単位：％）

１００万円未満

無回答

１００～２００万円未満 ２００～３００万円未満 ３００～４００万円未満

４００～５００万円未満 ５００万円以上

１００万円未満

無回答

１００～２００万円未満 ２００～３００万円未満 ３００～４００万円未満

４００～５００万円未満 ５００万円以上

（単位：％）

母子世帯 (N=2364)

父子世帯 (N=100)

養育者世帯 (N=27)

その他 (N=11)

20.1

12.0

11.1

9.1

38.9

16.0

22.2

9.1

22.5

32.0

25.9

36.4

7.4

25.0

33.3

9.1

2.1

7.0

1.2

5.0

9.1

7.9

3.0

7.4

27.3

母子・父子・養育者世帯 (N=107)

その他の世帯 (N=918)

16.8

2.5

37.4

2.4

14.0

6.9

7.5

12.4

6.5

16.3

6.5

43.4

7.5

8.0

3.7

8.2

（単位：％）

１００万円未満

無回答

１００～２００万円未満 ２００～３００万円未満 ３００～４００万円未満

４００～５００万円未満 ５００万円以上 わからない

対象者：市内小学５年生の児童とその保護者、中学２年生の生徒とその保護者 

抽出条件：市内小学５年生・中学２年生それぞれ学級単位で無作為抽出 
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■ 相対的貧困層の区分 

 

本調査では、「奈良市子どもの生活に関するアンケート（平成 28 年度）」における集計方法と同様に、世帯

人数と世帯の可処分所得から相対的貧困層と非相対的貧困層を区分した。 

 

 

相対的貧困層の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内： 相対的貧困層（1441 人） 

その他 ： 非相対的貧困層（830 人） 

 

 

 

※（非）相対的貧困層集計について 

「奈良市子どもの生活に関するアンケート（平成 28 年度）」報告書より抜粋 

本調査では「親と子の生活意識に関する調査（内閣府 平成 23 年度）」における分析方法を参考に、等価可

処分所得（世帯の可処分所得を世帯人員の平方根で割って調整した所得）の中央値の半分（貧困線）に満たな

い世帯を、相対的貧困層と想定した。しかし、本調査では世帯人数と可処分所得の回答のみで相対的貧困層と

非相対的貧困層を区分しており、相対的貧困層に該当した世帯全てが実際の生活に困難を抱えているもので

はない。 

（内閣府調査では、世帯人数と世帯収入（税込）との関係で分類しており、本調査とは世帯収入の選択肢区分

が異なる） 

  

全体 (N=2271) 63.5 36.5

１００万円未満
１００～

２００万円未満
２００～

３００万円未満
３００～

４００万円未満
４００～

５００万円未満
５００万円以上

25.3% 42.8% 22.4% 6.8% 1.4% 1.2%

(230人) (389人) (204人) (62人) (13人) (11人)

18.2% 40.0% 28.1% 9.9% 2.6% 1.2%

(148人) (326人) (229人) (81人) (21人) (10人)

18.7% 37.9% 26.2% 12.6% 3.1% 1.5%

(73人) (148人) (102人) (49人) (12人) (6人)

19.2% 40.8% 20.8% 10.4% 5.6% 3.2%

(24人) (51人) (26人) (13人) (7人) (4人)

26.9% 46.2% 7.7% 11.5% 3.8% 3.8%

(7人) (12人) (2人) (3人) (1人) (1人)

16.7% 50.0% 16.7% 0.0% 0.0% 16.7%

(1人) (3人) (1人) (0人) (0人) (1人)

回答者数

世帯の可処分所得

世
帯
人
数

２人

３人

４人

５人

６人

７人以上

909

815

390

125

6

26

相対的貧困層 非相対的貧困層
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【問４、問５、問５-１】 

高校生までのお子さんについておたずねします。対象のお子さんが２人以上いる場合は、一番

上のお子さんのことをお答えください。 

 

問４． 学校（園）の先生や家族以外にお子さんと、あそびや学習などでよく接する大人はい

ますか。（あてはまるものにすべて○）【高校生までのお子さんについて】 

 

「塾・習い事の先生」と回答した割合が 35.5％と最も高く、次いで「いない」が 32.4％、「近所の住人」が 20.5％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

近所の住人

塾・習い事の先生

児童館のスタッフ

民生・児童委員

その他

いない

無回答

全体(N=2448)

20.5

35.5

3.7

1.2

11.6

32.4

7.5

0 20 40 60
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【世帯状況別】 

世帯状況別にみると、父子世帯では他世帯と比べて、「いない」と回答した割合が高く、「塾・習い事の先生」と

回答した割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

近所の住人

塾・習い事の先生

児童館のスタッフ

民生・児童委員

その他

いない

無回答

20.4

35.9

3.8

1.1

11.6

32.3

7.4

20.2

25.5

3.2

0.0

9.6

39.4

9.6

23.1

30.8

0.0

3.8

19.2

30.8

0.0

30.0

50.0

0.0

20.0

10.0

10.0

20.0

0 20 40 60

母子世帯(N=2318) 父子世帯(N=94) 養育者世帯(N=26) その他(N=10)
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【相対的貧困層別】 

相対的貧困層別にみると、相対的貧困層では非相対的貧困層と比べて、「近所の住人」と回答した割合が高

く、「塾・習い事の先生」と回答した割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５． 放課後、自宅以外にお子さんがよく過ごす場所はありますか。【高校生までのお子さ

んについて】 

 

「ある」と回答した割合が 46.8％、「ない」が 45.8％となっている。 

 

 

 

 

 

【世帯状況別】 

世帯状況別にみると、養育者世帯では他世帯と比べて、放課後、自宅以外にお子さんがよく過ごす場所が

「ある」と回答した割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

近所の住人

塾・習い事の先生

児童館のスタッフ

民生・児童委員

その他

いない

無回答

23.3

33.2

4.4

1.4

11.4

31.7

6.8

16.7

42.3

2.4

1.0

11.4

31.1

8.4

0 20 40 60

相対的貧困層(N=1427) 非相対的貧困層(N=821)

全体 (N=2448) 46.8 45.8 7.5

母子世帯 (N=2318)

父子世帯 (N=94)

養育者世帯 (N=26)

その他 (N=10)

46.8

46.8

42.3

50.0

45.8

42.6

57.7

30.0

7.4

10.6

20.0

ある ない 無回答

ある ない 無回答

（単位：％）

（単位：％）
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【相対的貧困層別】 

相対的貧困層別にみると、相対的貧困層では非相対的貧困層と比べて、放課後、自宅以外にお子さんがよく

過ごす場所が「ある」と回答した割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

【末子の学齢別】 

末子の学齢別にみると、末子が小学生では放課後、自宅以外にお子さんがよく過ごす場所が「ある」と回答し

た割合が最も高く、末子が高校生では最も低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 放課後、自宅以外にお子さんがよく過ごす場所はありますか。 

問５-１．問５で「１ ある」と答えた方におたずねします。そこはどこですか。（あてはまるものにす

べて○）【高校生までのお子さんについて】 

 

「バンビーホーム（放課後児童クラブ）」と回答した割合が 29.2％と最も高く、次いで「塾」「その他」が 23.1％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

相対的貧困層 (N=1427)

非相対的貧困層 (N=821)

46.5

49.7

47.0

41.4

6.5

8.9

未就学 (N=476)

小学生 (N=955)

中学生 (N=471)

高校生 (N=546)

35.5

65.9

44.8

24.9

62.0

33.6

53.7

46.0

2.5

0.5

1.5

29.1

（単位：％）

学校

バンビーホーム
（放課後児童クラブ）

塾

習い事

公園

その他

無回答

全体(N=1145)

15.2

29.2

23.1

20.2

18.9

23.1

0.6

0 20 40 60

ある ない 無回答

（単位：％）

ある ない 無回答

（単位：％）
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【世帯状況別】 

世帯状況別にみると、父子世帯では他世帯と比べて、「学校」「その他」と回答した割合が高く、「塾」「習い事」

「公園」と回答した割合が低い。養育者世帯では他世帯と比べて、「公園」と回答した割合が高く、「バンビーホー

ム（放課後児童クラブ）」と回答した割合が低く、「学校」の回答はなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

学校

バンビーホーム
（放課後児童クラブ）

塾

習い事

公園

その他

無回答

15.0

29.4

23.3

20.6

19.3

22.8

0.6

22.7

27.3

15.9

6.8

9.1

31.8

0.0

0.0

18.2

18.2

18.2

27.3

18.2

0.0

20.0

20.0

40.0

40.0

0.0

20.0

0.0

0 20 40 60

母子世帯(N=1085) 父子世帯(N=44) 養育者世帯(N=11) その他(N=5)
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【相対的貧困層別】 

相対的貧困層別にみると、相対的貧困層では非相対的貧困層と比べて、「公園」と回答した割合が高く、「学

校」「塾」と回答した割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

学校

バンビーホーム
（放課後児童クラブ）

塾

習い事

公園

その他

無回答

13.3

30.6

19.1

19.9

22.3

23.9

0.6

19.1

29.4

30.4

20.8

11.0

20.1

0.5

0 20 40 60

相対的貧困層(N=664) 非相対的貧困層(N=408)
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※参考「奈良市子どもの生活に関するアンケート（平成 28 年度）」との比較 

～普段の放課後過ごす場所～ 

 

「奈良市子どもの生活に関するアンケート」（子ども編） 

問 15 あなたは、ふだん（月曜日～金曜日）の放課後、どこで過ごしますか。（あてはまる番号すべてに

○を付けてください。 

 

 

 

母子・父子・養育者世帯とその他の世帯（父母世帯）を比べると、母子・父子・養育者世帯の方が「お

ばあさん・おじいさんの家」「公園・広場」が高く、「塾・習い事」「学校（クラブ活動など）」が低い傾向がみ

られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

自分の家

おばあさん・おじいさんの家

ともだちの家

塾・習い事

学校（クラブ活動など）

バンビ—ホーム（放課後児童クラブ）

公園・広場

ショッピングモール・コンビニ

ゲームセンター

図書館や公民館などの公共の施設

児童館などの子どもの施設

その他

無回答

80.4

11.8

24.5

34.3

26.5

2.9

21.6

1.0

1.0

1.0

2.0

2.0

1.0

82.9

5.8

22.3

48.9

35.8

2.9

16.0

1.7

0.9

1.6

0.9

0.8

1.0

0 20 40 60 80 100

母子・父子・養育者世帯(N=102) その他の世帯(N=900)

対象者：市内小学５年生の児童とその保護者、中学２年生の生徒とその保護者 

抽出条件：市内小学５年生・中学２年生それぞれ学級単位で無作為抽出 
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問６． あなたは現在仕事をしていますか。 

 

「している」と回答した割合が 82.6％、「していない」が 17.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世帯状況別】 

世帯状況別にみると、父子世帯・養育者世帯では母子世帯・その他の世帯に比べて、「している」と回答した

割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【相対的貧困層別】 

相対的貧困層別にみると、相対的貧困層では非相対的貧困層と比べて、「している」と回答した割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

相対的貧困層 (N=1441)

非相対的貧困層 (N=830)

79.9

95.3

20.1

4.6 0.1

している していない 無回答

全体 (N=2502) 82.6 17.3 0.2

（単位：％）

（単位：％）

している していない 無回答

している していない 無回答

（単位：％）

母子世帯 (N=2364)

父子世帯 (N=100)

養育者世帯 (N=27)

その他 (N=11)

82.2

89.0

96.3

72.7

17.7

10.0

3.7

27.3

0.1

1.0
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問６ あなたは現在仕事をしていますか。 

問６－１．問６で「１ している」と回答した方におたずねします。 

1 日の勤務は平均何時間ですか。（残業を含む）また、お休みの日はいつですか。 

 

■１日の勤務時間（残業を含む） 

 

「８時間以上９時間未満」と回答した割合が 36.2％と最も高く、次いで「７時間以上８時間未満」が 20.2％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世帯状況別】 

世帯状況別にみると、父子世帯では他世帯に比べて、【９時間以上】と回答した割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【相対的貧困層別】 

相対的貧困層別にみると、相対的貧困層では非相対的貧困層と比べて、【８時間未満】と回答した割合が高

い。 

  

 

 

 

 

 

  

８時間以上９時間未満 無回答９時間以上１０時間未満

５時間以上６時間未満 ６時間以上７時間未満

１０時間以上１１時間未満 １１時間以上

７時間以上８時間未満４時間以上５時間未満４時間未満

（単位：％）

（単位：％）

全体 (N=2066)

1.4 3.4

7.0 10.6 20.2 36.2 10.3 5.4

2.8

2.9

相対的貧困層 (N=1151)

非相対的貧困層 (N=791)

1.9

0.3

4.9

0.6

10.1

1.9

16.2

3.7

22.3

16.9

30.1

45.8

7.1

15.2

2.9

9.4

1.0

5.3

3.5

1.0

（単位：％）

８時間以上９時間未満 無回答９時間以上１０時間未満

５時間以上６時間未満 ６時間以上７時間未満

１０時間以上１１時間未満 １１時間以上

７時間以上８時間未満４時間以上５時間未満４時間未満

８時間以上９時間未満 無回答９時間以上１０時間未満

５時間以上６時間未満 ６時間以上７時間未満

１０時間以上１１時間未満 １１時間以上

７時間以上８時間未満４時間以上５時間未満４時間未満

母子世帯 (N=1943)

父子世帯 (N=89)

養育者世帯 (N=26)

その他 (N=8)

1.3

1.1

3.8

3.5

1.1

3.8

7.2

11.5

12.5

11.0

3.4

11.5

12.5

20.9

5.6

11.5

37.5

36.3

30.3

42.3

37.5

10.2

13.5

7.7

4.6

23.6

2.1

15.7

7.7

2.8

5.6
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問６ あなたは現在仕事をしていますか。 

問６－１．問６で「１ している」と回答した方におたずねします。 

1 日の勤務は平均何時間ですか。（残業を含む）また、お休みの日はいつですか。 

 

■お休みの日 

 

１）休日の曜日 

 

「日曜日」と回答した割合が 91.7％と最も高く、次いで「土曜日」が 64.9％、「祝祭日」が 38.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

祝祭日

全体(N=1329)

5.6

4.1

6.2

4.9

2.3

64.9

91.7

38.6

0 20 40 60 80 100
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【世帯状況別】 

世帯状況別にみると、父子世帯では他世帯と比べて、「土曜日」と回答した割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

祝祭日

5.4

3.9

6.0

4.9

2.4

66.5

92.1

39.8

7.0

7.0

7.0

3.5

1.8

29.8

84.2

17.5

14.3

7.1

14.3

7.1

0.0

64.3

85.7

21.4

0.0

0.0

33.3

0.0

0.0

66.7

100.0

33.3

0 20 40 60 80 100

母子世帯(N=1255) 父子世帯(N=57) 養育者世帯(N=14) その他(N=3)
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【相対的貧困層別】 

相対的貧困層別にみると、相対的貧困層と非相対的貧困層を比べて、あまり違いはみられない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

祝祭日

6.1

4.7

7.3

6.1

1.9

65.5

91.9

38.6

4.6

2.5

4.4

3.3

2.9

64.2

91.9

39.2

0 20 40 60 80 100

相対的貧困層(N=743) 非相対的貧困層(N=520)
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２）休日の日数（週当たり） 

 

「２日」と回答した割合が 65.6％と最も高く、次いで「１日」が 21.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世帯状況別】 

世帯状況別にみると、父子世帯では他世帯と比べて、「１日」と回答した割合が高く、「２日」と回答した割合が

低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【相対的貧困層別】 

相対的貧困層別にみると、相対的貧困層では非相対的貧困層と比べて、【３日以上】と回答した割合が高く、

「２日」と回答した割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

（単位：％）

（単位：％）

全体 (N=1629) 21.0 65.6 7.6

3.6 1.7 0.6

母子世帯 (N=1539)

父子世帯 (N=60)

養育者世帯 (N=22)

その他 (N=8)

19.8

55.0

18.2

66.6

41.7

68.2

50.0

7.7

1.7

4.5

25.0

3.4

1.7

9.1

25.0

1.8
0.6

相対的貧困層 (N=892)

非相対的貧困層 (N=649)

19.4

23.3

61.5

72.0

11.0

2.5

5.2

1.2

2.2

0.8

0.7

0.3

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日
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３）定休・不定休 

 

「定休」と回答した割合が 46.2％、「不定休」が 46.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世帯状況別】 

世帯状況別にみると、養育者世帯・その他世帯では母子世帯・父子世帯に比べて、「定休」と回答した割合が

低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【相対的貧困層別】 

相対的貧困層別にみると、相対的貧困層では非相対的貧困層と比べて、「定休」と回答した割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体 (N=2066) 46.2 46.0 7.7

母子世帯 (N=1943)

父子世帯 (N=89)

養育者世帯 (N=26)

その他 (N=8)

46.2

48.3

42.3

37.5

45.8

46.1

57.7

62.5

8.0

5.6

相対的貧困層 (N=1151)

非相対的貧困層 (N=791)

44.7

49.8

46.6

44.1

8.8

6.1

定休 不定休 無回答

定休 不定休 無回答

定休 不定休 無回答

（単位：％）

（単位：％）

（単位：％）
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問６ あなたは現在仕事をしていますか。 

問６－２．問６で「２ していない」と回答した方におたずねします。その理由はいずれになりま

すか。（あてはまるものすべてに○） 

 

「本人の病気等」と回答した割合が 41.0％と最も高く、次いで「求職中」が 30.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世帯状況別】 

世帯状況別にみると、父子世帯では母子世帯と比べて、「本人の病気」「子育て」「求職中」と回答した割合が

高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

子育て

求職中

本人の病気等

親の介護

その他

無回答

全体(N=432)

19.7

30.1

41.0

5.3

13.4

2.3

0 20 40 60 80 100

（単位：％）

子育て

求職中

本人の病気等

親の介護

その他

無回答

19.4

29.9

40.4

5.5

13.6

2.2

30.0

40.0

70.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

33.3

33.3

0.0

0.0

33.3

33.3

0 20 40 60 80 100

母子世帯(N=418) 父子世帯(N=10) 養育者世帯(N=1) その他(N=3)
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【相対的貧困層別】 

相対的貧困層別にみると、相対的貧困層では非相対的貧困層と比べて、「親の介護」と回答した割合が高く、

「本人の病気等」と回答した割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７．困ったときに相談する相手はいますか。 

 

「いる」と回答した割合が 85.3％、「いない」が 14.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

【世帯状況別】 

世帯状況別にみると、父子世帯では他世帯に比べて、「いる」と回答した割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

子育て

求職中

本人の病気等

親の介護

その他

無回答

18.3

31.0

38.3

7.6

16.2

2.1

21.1

34.2

44.7

0.0

7.9

5.3

0 20 40 60 80 100

相対的貧困層(N=290) 非相対的貧困層(N=38)

全体 (N=2502) 85.3 14.5 0.2

母子世帯 (N=2364)

父子世帯 (N=100)

養育者世帯 (N=27)

その他 (N=11)

85.8

73.0

88.9

81.8

14.0

26.0

11.1

18.2

0.2

1.0

いる いない 無回答

いる いない 無回答

（単位：％）

（単位：％）
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【相対的貧困層別】 

相対的貧困層別にみると、相対的貧困層では、困ったときに相談する相手が「いる」と答えた割合が 84.9％、

非相対的貧困層では 87.1％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 困ったときに相談する相手はいますか。 

問７－１．問７で「１ いる」と回答した方におたずねします。それはどなたですか。（あてはまる

ものすべてに○） 

 

「親」と回答した割合が 71.7％で最も高く、次いで「友人」が 68.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

相対的貧困層 (N=1441)

非相対的貧困層 (N=830)

84.9

87.1

15.1

12.5

0.1

0.4

（単位：％）

親

きょうだい

その他親族

友人

学校（園）の先生

民生・児童委員

市役所などの公的機関

その他

無回答

全体(N=2134)

71.7

35.1

9.6

68.8

11.9

0.7

7.4

4.4

0.0

0 20 40 60 80 100

いる いない 無回答

（単位：％）
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【世帯状況別】 

世帯状況別にみると、父子世帯では他世帯に比べて、「その他親族」と回答した割合が高く、「親」「友人」と回

答した割合が低い。養育者世帯では他世帯に比べて、「親」と回答した割合が高く、「きょうだい」「学校（園）の先

生」と回答した割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

親

きょうだい

その他親族

友人

学校（園）の先生

民生・児童委員

市役所などの公的機関

その他

無回答

71.8

35.2

9.3

69.5

12.0

0.6

7.2

4.3

0.0

65.8

34.2

17.8

54.8

12.3

1.4

9.6

2.7

0.0

79.2

16.7

8.3

58.3

4.2

0.0

8.3

16.7

0.0

88.9

66.7

22.2

66.7

11.1

11.1

22.2

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

母子世帯(N=2028) 父子世帯(N=73) 養育者世帯(N=24) その他(N=9)



23 

 

【相対的貧困層別】 

相対的貧困層別にみると、相対的貧困層では、非相対的貧困層と比べて「親」「きょうだい」「その他親族」と回

答した割合が低い傾向にあり、「民生・児童委員」「市役所などの公的機関」と回答した割合が高い傾向があっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８．あなたは現在、ご自身の生活に関してどのようなことで悩んでおられますか。（あてはまる

ものすべてに○） 

 

「生活費」と回答した割合が 62.5％と最も高く、次いで「こどもの進路」が 42.1％、「仕事」が 34.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生活費

養育費

住居費

仕事

こどもの育ち

こどもの進路

家族

健康

その他

特になし

無回答

全体(N=2502)

62.5

28.7

21.7

34.8

27.9

42.1

12.4

25.9

2.9

6.7

1.8

0 20 40 60 80

（単位：％）

親

きょうだい

その他親族

友人

学校（園）の先生

民生・児童委員

市役所などの公的機関

その他

無回答

71.1

34.1

8.7

69.5

11.7

1.1

7.8

4.1

0.1

74.0

36.8

10.2

68.7

11.9

0.1

6.4

4.6

0.0

0 20 40 60 80 100

相対的貧困層(N=1223) 非相対的貧困層(N=723)

（単位：％）
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【世帯状況別】 

世帯状況別にみると、母子世帯・その他世帯では他世帯に比べて、「生活費」「養育費」「仕事」と回答した割

合が高い。父子世帯では他世帯に比べて、「生活費」「仕事」と回答した割合が低い。養育者世帯では他世帯に

比べて、「こどもの育ち」「家族」と回答した割合が高く、「養育費」「こどもの進路」と回答した割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

生活費

養育費

住居費

仕事

こどもの育ち

こどもの進路

家族

健康

その他

特になし

無回答

63.3

29.3

22.2

35.2

27.7

42.3

12.2

26.2

3.0

6.7

1.9

46.0

18.0

13.0

26.0

32.0

42.0

12.0

20.0

1.0

8.0

2.0

51.9

14.8

14.8

29.6

40.7

25.9

33.3

22.2

0.0

3.7

0.0

63.6

27.3

9.1

36.4

18.2

36.4

18.2

18.2

0.0

9.1

0.0

0 20 40 60 80

母子世帯(N=2364) 父子世帯(N=100) 養育者世帯(N=27) その他(N=11)
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【相対的貧困層別】 

相対的貧困層別にみると、相対的貧困層では非相対的貧困層と比べて、「生活費」「仕事」「住居費」と回答し

た割合が高く、「こどもの進路」と回答した割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

生活費

養育費

住居費

仕事

こどもの育ち

こどもの進路

家族

健康

その他

特になし

無回答

68.4

28.6

23.9

37.4

28.9

39.2

11.9

26.6

3.0

5.6

1.6

56.9

31.2

20.0

30.7

26.7

49.3

13.3

24.1

3.0

6.7

1.1

0 20 40 60 80

相対的貧困層(N=1441) 非相対的貧困層(N=830)
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問９．市役所に相談する場合、あなたが相談しやすい方法はどれですか。（あてはまるものす

べてに○） 

 

「市役所の窓口」と回答した割合が 44.0％と最も高く、次いで「電話相談」が 40.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世帯状況別】 

世帯状況別にみると、母子世帯では他世帯に比べて、「電子メール」が高い。父子世帯では他世帯に比べて、

「電子メール」が低い。養育者世帯では他世帯に比べて、「電話相談」が高い。その他世帯では他世帯に比べて、

「市役所の窓口」が高く、「電話相談」が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

市役所の窓口

電話相談

電子メール

その他

特になし

無回答

全体(N=2502)

44.0

40.4

21.9

3.6

6.5

1.2

0 20 40 60 80

（単位：％）

市役所の窓口

電話相談

電子メール

その他

特になし

無回答

43.2

40.7

22.3

3.6

6.5

1.1

57.0

36.0

12.0

2.0

8.0

2.0

55.6

44.4

18.5

3.7

3.7

0.0

72.7

9.1

18.2

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80

母子世帯(N=2364) 父子世帯(N=100) 養育者世帯(N=27) その他(N=11)
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【相対的貧困層別】 

相対的貧困層別にみると、相対的貧困層では非相対的貧困層と比べて、「市役所の窓口」と回答した割合が

高く、「電子メール」と回答した割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：％）

市役所の窓口

電話相談

電子メール

その他

特になし

無回答

45.9

40.6

20.5

3.0

6.4

0.8

42.9

40.5

25.8

4.1

6.0

0.6

0 20 40 60 80

相対的貧困層(N=1441) 非相対的貧困層(N=830)
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Ⅲ.調査票 
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